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．問題の所在
本稿の目的は，戦後の家族機能の変遷を基に幼児
教育・保育に求められる役割を整理することにあ
る。
家族とは，夫婦・親子・きょうだいなどの少数の
近親者を主な成員とし，成員相互の深い感情的関わ
りあいで結ばれた幸福追求の集団であり，生殖・経
済・保護・教育・保健・娯楽等の機能を持つ（盛
岡・望月 １９８３）。ほとんどの子どもは家族の中に
生まれ，人生の最初の数年の時間を家族の中で過ご
すことになる。
ただし，子どもたちは，家族により独占的に教育・
保護されるわけではない。家族は子どもの育ちに第
一義的に責任を負う集団であるが，教育を独占的に
行うわけではない。子どもを育てる家族の機能は一
部，外部化されている。幼稚園・保育所である。こ
の幼稚園・保育所の機能を規定するものが，幼稚園
教育要領・保育所保育指針であるが，この両者は，
社会の在り方・時代のニーズに対応するために数度
の改定を経ている。直近では，平成２０年に改定が行
われた。今回の改定の経緯として，保育所保育指針
解説書では，家庭や地域での人や自然と関わる経
験の不足，子どもの生活習慣の変化，保護者の
養育力の低下を挙げている。特にに対応して，保
育所における保護者支援・地域子育て支援の拡充が
図られているのは，今回の改定の一つの特色であ
る。また，幼稚園教育要領でも，同様に，幼稚園に
対して地域における幼児期の教育のセンターとして
の役割を拡充することを求めている。保育所保育指
針解説書の言葉を借りれば，家族の「養育力は低下」
している。ゆえに幼稚園や保育所からの子育ての支
援が必要となるのである。
保育所保育指針解説書や幼稚園教育要領解説の中
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Changes in the Role of Early Childhood Education and Functions of the Post−War
Family ; Focusing on the View of Child−rearing and Parenting Support
Noriko YAMASE
ABSTRACT
The purpose of this paper is to examine the way parenting support is now required for the
transition of early childhood education from the functions of post−war families. The findings are as
follows.
１）.Through the Taisho period, the education of children was considered to be valuable in the
family.
２）.Through the period of rapid economic growth, economic actions have been separated from
family production. Parents got resources and time for their children’s education. Along the
way, children’s education came to be carried out under the responsibility of the family. Es-
pecially mothers became responsible for children’s education outcomes.
３）.Through the diffusion of information, child−rearing has a new value as fun for parents.
The spread of values that parenting is a fun, makes child−rearing nurture parents’ selves.
４）.Parenting problems are not just child troubles. It has the aspect of the parents own prob-
lems. It has become more serious. Parenting support is required for such parents.
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で，子どもの育ちの場所として，家族と幼稚園・保
育所，地域の３つのフィールドが挙げられている。
それぞれの場所でそれぞれの場所に特徴的な経験を
積み重ねる中で，子どもは育っていく。したがって，
各フィールドでの育ちを充実させることともに，家
族，幼稚園・保育所，地域の連携が求められる。戦
後，家族に関する価値観や家族の機能は大きく変化
した。本稿では，これを整理する作業を通して，今
日，幼稚園・保育所に求められている保護者支援・
子育て支援の背景にある育児観の変遷を明らかにす
ることにより，今，求められている子育て支援の在
り方を検討したい。このような作業は，子育て支援
の受益者である保護者を理解する上で有益な知見を
得られるものであると思われる。
．家族機能と育児観の変遷～働く親・教育する親
の展開～
（１）家族と経済 ～親子の関係性の変化～
社会の変化とともに，家族は成員の構成や機能を
変化させてきた１）が，生殖に関しては，ほとんど変
わることなく，その機能を独占的に有している。し
かし，家族の中における子どもの位置づけや親の子
どもへの関わり方は，戦後，大きく変化する。この
変化の要因として，家族の機能の中で特に経済に関
する機能の変化が大きく関係している。
家族の中の経済に関する機能と親子の関係性の変
化を，渡辺は，高度成長期以前，高度成長期，高度
成長期以降の３期に分けてマジョリティを占める層
の分析を通して明らかにしている（渡辺 １９９９）。
戦後，高度経済成長期以前，マジョリティを占める
層は農家の親子関係であった。農村の家族を対象と
した２つの調査の結果から，当時，母親の主な役割
は生産労働にあり，現在でいうところの育児は祖母
が担っていたことを導き出している。この時期，母
親の重要な役割は，生産労働（農業労働）にあり，
子どもの養育への関わりは低く，子どもの養育を主
に担っていたのは祖母であった。つまり，子どもの
身の回りの世話は祖母に託し，母親自身は生産労働
に従事していた。また，祖母は，実際の育児の担い
手であるだけでなく，育児に関するオピニオン・
リーダーであり，育児知識の主な情報源でもあっ
た。高度経済成長期を迎え，マジョリティは新中間
層，サラリーマン家庭に移行し，第１次産業の縮小
と家族従業的労働が減少した。結果，母親は生産労
働から撤退することになり，子どもに関わることが
可能となった。高度経済成長期以降，家電の普及，
家事の外部化により家事時間そのものは減少してい
くが，母親の育児時間については増加していく。つ
まり，労働と家族が直結していた時代では育児の担
い手は祖母であり，育児が母親の役割となったのは
高度経済成長期のことになる。
また，目黒・柴田は，戦後から現在の家族と企業
の関わりから労働の外部化と性別役割分業による家
族経営の成立を論じている（目黒・柴田 １９９９）。
第２次大戦後，GHQ占領下での民主化政策の下，
男女平等，家長の意思から自由な個人の選択による
家族の形成が認められるようになった。また，復興
のための経済振興政策の下，労働が家族から外部化
されていくようになる。高度経済成長を前に男女間
の自由な意思決定の下で形成された家族が外で働く
ようになっていく。これに対し，雇用する企業の側
は，労働者のみならずその家族を含めて「扶養」し
ていく体制を整えた。父親が企業に働くことにより
収入を得る。しかも，その収入は母親と子どもとの
家族の生活を賄うのに十分な額であり，母親は家事
に専念することができるようになった。父親が働
き，母親が家事を担うという性別役割分業の形が出
来上がる。このように，家族の空間と労働の空間が
分離すること，かつ，父親が家族外から家族を養う
に足る十分な収入を得ることが可能となることによ
って，育児を母親の手で行うことができるようにな
った。また，母親が子どもを育てる環境も高度経済
成長期を通して成立した。
（２）教育の責任はだれにあるのか？～「教育する家
族」の展開
「家庭の教育力は低下した」という言説は私たち
の周囲にあふれている。これに疑問を呈したのが広
田照幸の『日本人のしつけは衰退したか』である。
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広田は「家庭の教育力は低下した」のではなく，現
代の家族は子どもに最も関心を払うようになり，家
族が子どものしつけや人間形成に中心的な責任を負
う時代になったのだという（広田 １９９９）。大正期
を通して子どもの教育に関心を持ち，教育的に行動
する「教育する家族」が登場する。教育に価値を見
出した家族は，戦後，高度経済成長を経て，上述の
ように，教育する時間と資本を手に入れる。現代の
親は，しつけや教育を担当し，自分で教えることの
できないことは「外注」し，子どもの教育について
全責任を負うことが求められるようになった。
また，子どもの業績は，親の教育の結果としても
とらえられるようになる。子どもが非行に走ると
き，その責任は親に求められる。逆に，子どもが著
しい成果を上げたとき，それは親への賞賛につなが
る。前者は，少年犯罪の報道の中での親の取り扱い
を見れば明らかであるし，後者は，著名人の父母の
執筆した「育児書」がベストセラーとなることから
わかる。子どもの出来不出来は親の責任であるし，
出来不出来は親がどのように子どもに関わるかによ
って決まるとみなされているのである。つまり，子
どもの達成が親の達成として捉えられるのである
（広田 １９９９）。
（３）子育てのメリット～「娯楽」としての子育て，
自分育てとしての子育て～
今や，子どもを産み，育てることは，夫婦にとっ
ての選択肢の一つである。結婚したら必ず子どもを
持たねばならないわけではない２）。にもかかわらず，
「子どもを持つ」ことを選択した以上，それは夫婦
にとってメリットのあるものでなければならない。
そのメリットが，娯楽としての育児，自分育てとし
ての育児である。
「子育ては楽しいもの」であるといわれてきたが，
その楽しさは，幼く稚い子どもと関わることの楽し
さや子どもの育ちを通して感じる充実感を指す。そ
れに加えて，育児は娯楽としての要素も帯びてい
く。育児に関する情報は世代間で伝えられるだけで
なく，情報メディアを通しても伝達されていく。有
名漫画家の体験記の中で妊娠・出産，育児が未知の
出来事としてユーモラスに語られ，『たまごクラブ』
『ひよこクラブ』に代表される娯楽としての要素を
取り入れた育児雑誌が次々と創刊されていくことを
通して育児が「レジャー」として楽しむものとして
提示されていく（千田 ２０１１）。１９９３年，ベネッセ
コーポレーション発行の『たまごクラブ』，『ひよこ
クラブ』が創刊される。『たまごクラブ』は妊娠・
出産に関する情報を，『ひよこクラブ』は乳幼児の
親に向けた情報を取り扱っている３）。育児雑誌を通
して，子どもに関する知識，子どもとの関わり方，
不安や悩みの共有・解消が行われていく（天童
２００４）。『たまごクラブ』『ひよこクラブ』では読者
参加型の紙面構成が行われたことによって，自分の
身近にいそうな母親の育児が日常の言葉で伝えら
れ，育児を楽しむことや自分（親）本位の育児様式
が伝達されていく。
これは，母親に限ったことではない。２００６年にイ
ギリスの父親向け育児雑誌の日本版として『FQ JA-
PAN』が創刊された。創刊号は，「UK発スタイリ
ッシュな父親情報誌」というキャッチコピーの下，
特集記事としては「BE COOL DAD 父親を楽し
む」，スペシャルインタビューとして「ジョニー・
デップ子育てインタビュー」を掲載している。その
後，２０１１年秋号をもって２１冊を発行しているが，一
貫して「カッコいい父親」になるための情報を提供
している。具体的には，創刊号の他の記事を見てみ
ると，「BUY BUY BUGGY DADのセンスはバギー
で差が出る！」，「「愛され DAD」研究 日本人 DAD
を徹底研究！明日からの子育ての参考に」，「A
DAD’S TRUE LOVE 自然体な子育てをするフラ
ンク DAD藤井フミヤ」等，「カッコいい父親」に
なるための情報があふれている。父親にとっても育
児は，「楽しく」「カッコいい」ものなのである。育
児は単に子どもを育てる行為だけではなく，親自身
が主体となって楽しむイベントなのである。
次に「自分育て」としての育児の側面を見てみよ
う。「育児は育自」という言葉が示すように，育児
は親自身にとっても「育ち」の営みである。『AERA』
では，「子育ては損か？」という記事に対する反響
をインターネット上で読者との双方向のやり取りに
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より編集している。その中で，子どもといる幸せは，
愛情や安らぎとともに「子どもを通して自分が成長
すること」が挙げられている（朝日新聞社 ２０００）。
これは，母親に限ったことではなく，父親の場合で
も同様である。２０１０年６月，厚生労働省は男性の子
育て参加や育児休業取得の推進等を目的として「イ
クメンプロジェクト」をスタートさせた。「イクメ
ン」とは，育児に積極的に参加する男性を意味して
おり，より具体的には，事業の HPによると，「イ
クメンとは，子育てを楽しみ，自分自身も成長する
男性のこと。または，将来そんな人生を送ろうと考
えている男性のこと。」を示す言葉である。子ども
を育てることは，楽しみであり，父親自身の成長に
つながる行為として捉えられている。実際，育児休
業を取得した男性の手記をみても，子どもと関わる
ことを通して自分が成長していく実感が綴られてい
る（朝日新聞社 ２０００）。父親にとっても母親にと
っても，子どもを育てることは自らの育ちのプロセ
スとして捉えられるようになってきている。
このように育児が娯楽として自己の成長としての
価値を持つようになったとき，育児が「楽しくない」
こと，あるいは育児を通して「自分の成長を感じら
れない」ことは，親にとって大きな負担となるだろ
う。「子どもを持つ」選択の背後には，楽しさや自
己の成長も含まれるのだから。
．幼稚園・保育所に求められる保護者支援・子育
て支援
１９４８（昭和２２）年，文部省により幼児教育内容調
査委員会が設置され，「保育要領」が刊行された。
これは，保育の場を特定しない幼児教育全般の手引
書としての性格を持ち，幼児期の生活指導や幼児の
発達の特質をまとめたものである（太田 ２００８）。「保
育要領」の中では，幼稚園・保育所での幼児の生活
に限らず，家庭での幼児の生活の流れ，父母の教育
の役割・内容をまとめ，保育施設と父母の関わりの
在り方についても論じられている（民秋 ２００８）。
子どもの養育の主たる担い手として母親を明記して
いること，また，「働く母の問題」を明記するなど，
子どもの社会化について，現在とはとらえ方が違う
けれども，幼稚園・保育所の役割と協同する家庭の
役割の在り方は，現行の幼稚園教育要領・保育所保
育指針にも一貫している内容である。だとすれば，
上述のような家族の変遷を経てきた現代の家族に対
して求められている支援とはどのような形となるの
だろうか。
保育所保育指針解説書によると，「保育に関する
専門的知識・技術を背景としながら，保護者が求め
ている子育ての問題や課題に対して，保護者の気持
ちを受け止めつつ，安定した親子関係や養育力の向
目的的技術
＊保育所保育の目的遂行に
直接的にかかわる技術
発達援助の技術 発達過程にある乳幼児一人一人の心身の状態を把握し，その発達の
援助を行うために活用される技術。
生活援助の技術 子どもの食事，排せつ，休息，衣服の調整等を援助する技術，およ
び子どもの日課を把握し調整する技術。保育者が子どもの食事，排
せつを介助する技術と子ども自身が生活習慣を獲得できるよう援助
する技術がある。
手段的技術
＊子どもの発達や生活の援
助をより適切かつ確実な援
助とするために，関係を構
築したり，手段である環境
や遊びを適切に活用するこ
とを目的として開発された
技術
関係構築の技術 子どもの人に対する愛情と信頼感を育むことや，子どもの発達や生
活を援助するための基盤となる関係を築くために展開される技術。
子どもが周囲の大人や子どもとの関係を構築することを援助する技
術，それらの関係を調整する技術も含まれる。
環境構成の技術 子どもが環境との相互作用における多様な体験を通じて自らを育む
ことを環境構成により支える技術。
遊びを展開する
技術
遊びを通して乳幼児期にふさわしい体験を提供する技術。個人を対
象に活用される技術と集団遊びの展開等に活用される集団を対象と
した技術がある。
表１ 保育技術
（柏女・橋本 ２００８より作成）
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上をめざして行う子どもの養育（保育）に関する相
談，助言，行動見本の提示その他の援助業務の総体」
を指して保育指導という。柏女・橋本は，保育指導
は保育者の持つ子どもに関する専門的な知識・技術
（＝保育技術）を応用し，保護者に対して行う支援
である（柏女・橋本 ２００８）。保育者は，保育技術
として，発達援助の技術，生活援助の技術，関係構
築の技術，環境構成の技術，遊びを展開する技術を
習得しており，これを基に保護者と関わる。子ども
との信頼を取り結ぶ技術＝関係構築の技術を応用す
ることにより保護者と信頼関係を構築する。加え
て，子どもを理解するように，保護者を理解するこ
とを通して，保護者は何を問題として捉えているの
か，その問題の背景には何があるのかといった保護
者の状況を把握し，保護者が問題を解決し，健やか
な親子関係を構築できるように保護者に対して援助
を行うのである。
「家庭の養育力が低下した。」という言説は，広
く私たちの身の回りに流布しているが，言葉が示す
ような単純なものではない。単に親が子育ての知識
や技術に乏しいだけでなく，今の社会においては，
過去に比べて家族にかかる負担が増大していること
や育児対する価値観が変容していることも含めて保
護者を理解していく必要がある。過剰な負担が求め
られていること，「親」になりきれていないこと，
育児は選択する娯楽の一つとしての側面を持ってい
ること。これを踏まえた上での保護者支援の拡充が
求められるのではないだろうか。
．まとめ
家族の変遷を総括すると次のようになる。
１）大正期を経て，子どもの教育が家族の中で価
値あるものとみなされるようになる。
２）高度経済成長を経て，家族から生産が分離さ
れることにより，子どもの教育にかける時間
と資源が発生する。それとともに，教育が家
族の責任のもとに行われるようになる。特に
母親は子どもの教育の成果に自己評価を重ね
るようになる。
３）情報の拡散により，育児がレジャーとしての
価値を持つようになるとともに，「育児を通
して自分が育つ」という価値の蔓延により，
育児は楽しく，自分も育てる行為となる。
４）子育ての悩みは，子どもの育ちの悩みだけで
なく，「育児を楽しめない自分」「成長できな
い自分」という自己の悩みの側面も持もつこ
とを通して深刻化する。
保育指導技術 内 容
承認，支持 保護者から発信される言語的，非言語的メッセージを受け止めつつ，保護者の子育てを認
め，支えていくために活用される技術。保護者が生活の中ですでに獲得してきた知識や技
術，能力を子育てに活用できるよう，あるいはその応用力を養えるよう，支える。保護者
がすでに行っている子育てにおける行為を承認し，保護者の行為によって生じた子どもの
変化を伝えることにより保護者を支持する。
助言，解説，情報提供 保育の知識や技術に基づく情報，地域の子育てに関わる情報等を提供する。一つの情報や
具体策だけを提示するのではなく，保護者が検討しうる範囲の複数の情報や具体策を提示
する。また，保育者が有する情報すべてをそのまま提供するのではなく，保護者が家庭で
子どもを育てるにあたって活用できる情報を選択し提供する。
行動見本の提示 保護者に対して保育者が実際に子どもに関わる姿を提示する。大人を対象に展開すること
への配慮が求められる。
保護者の養育方法の採用 保護者が家庭で行っている子育ての方法を保育で用いる方法で，受容や承認をより具体的
に行為として示す技術。
物理的環境構成 環境構成を通して，保護者が子どもの姿を確認することや子どもの活動に適切に関与する
ことが容易となるような場や空間を提供する。
表２ 保育指導の内容
（柏女・橋本 ２００８より作成）
戦後の家族機能と幼児教育・保育の役割の変遷――育児観と子育て支援――
―４５―
戦後，家族は子どもに対して教育的になる一方，
その教育を担う親の存在が希薄化していく。時間の
大半を企業の中で過ごし，また，親としての社会化
も不十分なまま，子どもに向かい合わねばならな
い。社会が求める「親」であるためには，保育者に
よる親の支援が必要とされている。幼稚園・保育所
と家庭は連携しながら子どもを養育していくが，そ
の連携の方法は社会のニーズにより変遷していく。
現代においては家族に過剰な負担が強いられている
一方，家族の中の育児に関する資源は減少してい
る。このことを踏まえた支援の在り方が望まれる。
＜注＞
１）戦後，家族イメージは，複合家族・直系家族から核
家族へと変遷し，また，家族の機能の内容も変化して
いる。例えば，経済機能としては，家族集団を中心と
した家庭内での労働形態から，高度経済成長を経て，
家庭外での労働が増加し，保護機能としては，介護施
設の拡充により外部化されるようになった。
２）第１子出生までの結婚期間別にみた出生構成割合を
みると，第１子の誕生が結婚から１０か月未満のいわゆ
る「できちゃった結婚」が多く，そうでない結婚は第
１子誕生までの期間が長期化している。（千田 ２０１１）
３）１９９６年には，入園前までの幼児の親向けに『たまひ
よ こっこクラブ』が創刊されたが，２０１１年４月号を
もって休刊されている。
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